


























































/arewa/> [arya] -/arya/， /toTtewa/> [tottsya]一/toTtsya/
つまり， /ew/が落ちて/y/が入っている。日本語のワ行は，今日まで， [a]の列だけ原音を
存して [wa]と発音される。けれども，助辞 [wa](は)は，母音 [e][i]の後にはもう常
に [w]を落としがちであるく3)。即ち，
/korewa/ > ([korea])， / to Ttewa/ > ([tottea]) 
になり， [ea]からは連母音を避けるために[e ]が落ち， [e]の前舌母音性が[r ]と
[ t]を口蓋化させ，その影響で半母音 [y]が入ったものである (4)。
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一方， /korewa/の/w/が先に落ち， / e/が/r/を口蓋化させずに脱落して，驚いた時などに
発する [koraJとし、う連語を作る場合もある (6)。






有戸両唇閉鎖音 [hJ>有声両唇摩擦音 [sJ>両唇半母音 [wJ
になりやすく，この [wJは，前の①②のように脱落し，また[e Jの脱落によって[r J 
が口蓋化され，③の形になる。





































/kotode/ > ([kotote]) > [kotte]一/koTte/
③は長音が脱落し，直後の子音に同化された形である。
/ so:ka/ > [sokka]一/soTka/
他に，自立語の内部でも同化現象による促音化がある。
(a) 単なる母音の消滅による促音化。





ホ生ヘタ→ホ之ペタ /ho:heta/> [hoppeta] -/hoTpeta/ 
(c) 同じ尾母音の連続による脱落と同化現象。
オ三デトウ→オメ之トウ /omedeto:/> ([ omedto:]) > [ometto:] -/omeTto:/ 
(d) 母音の無戸化による促音化
オンガ互カイ→オンガ之カイ / oN gakukai/ > [onggakkai] -/ oN ga Tkai/ 












































これらは，ラ行の [ra，ri， ru， re， roJの母音が消滅し 子音[r Jが，同じ調音位置の鼻音
[nJに完全同化されている。





これらは，ナ行の [na，ni， nu， noJの母音が脱落している。
/anata/> [anta]-/aNta/， [imanina]>[imanna]一/imaNna/






























































































脱落によって) /sa/の母音/a/の消滅といい，その変化は， / nasaTta/ -[nasTta]， 
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